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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
令
和
初
の
新
年
、
ま
た

私
に
と
っ
て
は
、
学
友
会
理
事
長

と
し
て
初
め
て
の
新
年
を
迎
え
ま

し
た
。
も
と
も
と「
新
」
と
い
う
文

字
の
成
り
立
ち
は
、「
立
ち
木
を
斧

で
切
る
と
見
え
て
く
る
、
あ
ら
た

な
、
み
ず
み
ず
し
い
切
り
口
」
と

い
う
意
味
で
す
。
こ
の
切
り
口
は
、

確
か
に「
新
し
い
」
の
で
す
が
、
果

た
し
て
、
そ
の
内
容
が
価
値
の
あ

る
も
の
、
真
実
で
あ
る
か
否
か
は
、

当
然
問
題
に
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

新
年
、
新
郎
・
新
婦
、
新
人
、
新

入
生
な
ど
、
新
し
く
ス
タ
ー
ト
し

た
時
に
は
、「
新
」
の
文
字
が
用
い

ら
れ
、文
字
通
り「
う
い
う
い
し
い
」

感
じ
が
し
ま
す
が
、
そ
の
内
容
が

評
価
さ
れ
る
の
は
、
時
間
あ
る
い

は
歴
史
を
経
た
後
で
あ
り
ま
す
。

本
年
も
、
い
か
に「
新
」
で
あ
る
か

で
は
な
く
、
い
か
に「
真
」
で
あ
る

か
を
い
つ
も
心
が
け
て
、
生
き
て

行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

新
年
に
は
、「
年
賀
」
と
い
う
素
晴

ら
し
い
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
新
し

い
年
を
祝
う
、
寿
ぐ
と
い
う
意
味

で
、
年
賀
状
を
出
し
た
り
、
年
賀

の
品
を
送
っ
た
り
、
互
例
会
で
年

賀
の
挨
拶
を
し
た
り
し
て
、
通
常

は
、
相
手
に
対
し
、
新
し
い
年
を

祝
い
ま
す
。
し
か
し
、
本
当
に
重

要
な
こ
と
は
、
自
分
自
身
に「
年

賀
」
を
述
べ
る
こ
と
で
あ
り
、
新

年
を
迎
え
、
自
己
を
ど
う
維
新
す

る
か
で
あ
り
ま
す
。「
今
年
は
、
こ

ん
な
こ
と
を
し
て
や
ろ
う
」「
今
年

は
、
こ
ん
な
風
に
生
き
て
行
こ
う
」

な
ど
、
自
ら
意
気
を
新
た
に
す
る

絶
好
の
機
会
だ
と
思
い
ま
す
。
１

月
も
末
に
な
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な

こ
と
は
忘
れ
て
、
例
年
の
日
常
業

務
に
追
わ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
是

非
、
こ
の
年
頭
の
貴
重
な
機
会
に
、

自
警
の「
年
賀
」
を
発
し
、
令
和

２
年
を
ス
タ
ー
ト
し
た
い
も
の
で

す
。
さ
て
、
学
友
会
は
、
皆
さ
ま

の
お
陰
で
、
正
会
員
７
２
０
０
名

を
超
え
る
巨
大
な
公
益
社
団
法
人

に
発
展
し
ま
し
た
。
本
年
も
、
阪

大
医
学
部
の
更
な
る
発
展
の
た
め
、

ま
た
公
益
事
業
を
含
め
た
医
学
・

医
療
の
発
展
に
貢
献
す
る
た
め
、

役
員
一
同
、
全
力
で
邁
進
す
る
所

存
で
す
の
で
、
引
き
続
き
、
会
員

の
皆
さ
ま
か
ら
の
暖
か
い
ご
支
援

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

理
事
長 　
吉
川　

秀
樹

令
和
初
の
新
年
を
迎
え
て

学
友
会
ニ
ュ
ー
ス
新
年
号
表
紙
絵
ま
た
は
写
真
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。
募
集
要
項

は
第
２
５
４
号
４
面
を
ご
参
照
ま
た
は
、
事
務
局
に
お
問
い
合
わ
せ
願
い
ま
す
。

「高野山の空高く天女の曲が風に舞う」
　この度、高野山の名刹「清浄心院」の境内に、当院住職の池口惠観大僧正の発心によって新しい
お堂が建立されましたが、そこには自作の天井画や障壁画が掲げられています。作画依頼を受けた当
初、自らの技の稚拙さと事の重大さに思いをいたし心労一入でしたが、これも医道に通じるものと入
魂の筆を走らせ続け、後は仏様の世界にお任せしました。そして今は、画中の天女達の奏でる楽曲が、
多くの方々の琴線に快く触れます様念じているばかりです。 令和元年12月　新家荘平（昭30）

年
頭
あ
い
さ
つ
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学
）
の
発
表
が
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　

◇　
　
　
　
　
　

　

谷
内
田
先
生
の
基
調
講
演
要
旨

は
、
下
記
の
通
り
で
あ
る
。

　

次
世
代
シ
ー
ク
エ
ン
サ
ー
等
の

技
術
革
新
に
よ
り
、
が
ん
ゲ
ノ
ム

研
究
は
飛
躍
的
に
進
歩
し
た
。
が

ん
は
根
本
的
に
は
遺
伝
子
の
病
気

で
あ
り
、
が
ん
の
本
態
解
明
に
迫

る
発
見
が
相
次
い
だ
。
こ
れ
ら
の

探
索
的
な
が
ん
ゲ
ノ
ム
解
析
の
成

果
を
、
患
者
さ
ん
に
還
元
す
る
時

代
へ
と
移
り
つ
つ
あ
る
。「
が
ん

ゲ
ノ
ム
医
療
」
の
到
来
で
あ
る
。

阪
大
病
院
は
平
成
30
年
２
月
に
が

ん
ゲ
ノ
ム
医
療
中
核
拠
点
病
院
に

指
定
さ
れ
、
オ
ン
コ
ロ
ジ
ー
セ
ン

タ
ー
に
米
国
病
理
医
協
会
が
認
証

し
た
品
質
保
証
遺
伝
子
検
査
室
を

設
置
し
た
。
平
成
30
年
10
月
に

「O
ncom

ine Target Test

」

に
よ
る
先
進
医
療
を
開
始
し
、
令

和
元
年
９
月
末
に
そ
の
登
録
を
終

了
し
、
今
後
薬
事
承
認
と
保
険
収

載
を
見
込
ん
で
い
る
。
阪
大
病
院

の
先
進
医
療
は
全
て
の
プ
ロ
セ
ス

を
院
内
で
実
施
し
て
お
り
、
フ
レ

キ
シ
ブ
ル
、
高
品
質
、
迅
速
か
つ

安
価
で
が
ん
ゲ
ノ
ム
医
療
を
提
供

で
き
た
と
考
え
て
い
る
。
阪
大
病

院
は
、
保
険
収
載
さ
れ
た
二
つ
の

遺
伝
子
パ
ネ
ル
検
査
も
令
和
元
年

９
月
よ
り
診
療
と
し
て
行
っ
て
い

る
。
そ
の
一
方
で
、
が
ん
遺
伝
子

パ
ネ
ル
検
査
の
保
険
の
適
用
、
二

次
的
所
見
へ
の
対
応
、
検
査
に
基

づ
く
治
療
ア
ク
セ
ス
な
ど
多
く
の

問
題
を
抱
え
て
い
る
が
、
今
後
こ

れ
ら
の
課
題
を
克
服
し
が
ん
ゲ
ノ

ム
医
療
が
発
展
す
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　

◇　
　
　
　
　
　

　

詳
細
は
、
本
年
度
会
費
を
納
入

済
み
の
方
に
本
号
と
同
封
し
て
い

る｢

学
友
会
会
誌｣

に
掲
載
し
て

い
る
の
で
ご
高
覧
下
さ
い
。

 

早
石
雅
宥（
昭
42
）

　

令
和
元
年
度
の
医
学
振
興
銀
杏

会
主
催
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
10

月
11
日（
金
）
銀
杏
会
館
の
阪
急
・

三
和
ホ
ー
ル
に
て
開
催
さ
れ
た
。

関
連
病
院
の
代
表
の
方
や
、
地
域

医
療
に
関
わ
り
、
関
心
の
あ
る
方

な
ど
多
数
の
参
加
が
あ
っ
た
。

　

定
刻
に
開
会
。
樂
木
宏
実
副
理

事
長（
昭
59
）
の
司
会
で
吉
川
秀

樹
理
事
長（
昭
54
）
が
開
会
の
辞

を
述
べ
た
。

　

続
い
て
、
森
井
英
一
医
学
系

研
究
科
長（
平
４
）
が
挨
拶
、
木

村
正
病
院
長（
昭
60
）
が
阪
大
病

院
の
現
状
を
報
告
し
た
。
続
い

て
、
こ
の
１
年
間
に
医
学
部
に

就
任
し
た
新
任
教
授
の
う
ち
、
久

保
盾
貴
先
生（
平
８
）
よ
り
挨
拶

が
あ
っ
た
。

　

今
回
は
、「
が
ん
ゲ
ノ
ム
医
療

の
課
題
と
展
望
」
を
テ
ー
マ
に
、

樂
木
宏
実
副
理
事
長（
昭
59
、
阪

大
教
授　

老
年
・
総
合
内
科
学
）

を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
た
。
谷
内

田
真
一
先
生（
平
６
・
鳥
取
大
医
、

阪
大
教
授　

が
ん
ゲ
ノ
ム
情
報

学
）
の
講
演
の
あ
と
、
コ
メ
ン

テ
ー
タ
ー
と
し
て
、
向
井
洋
介
先

生（
平
21
、
厚
生
労
働
省　

健
康

局　

が
ん
疾
病
対
策
課
）、
坂
井

大
介
先
生（
平
14
、
特
任
講
師　

大
阪
大
学
医
学
部
附
属
病
院
が
ん

ゲ
ノ
ム
医
療
セ
ン
タ
ー
）、
加
藤

和
人
先
生（
昭
59
・
京
大
理
、
阪

大
教
授　

医
の
倫
理
と
公
共
政
策

地域医療の課題とその対策
第31回シンポジウム

講演
谷内田真一先生

コーディネーター
樂木宏実先生

コメンテーター
坂井大介先生

コメンテーター
加藤和人先生

コメンテーター
向井洋介先生
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を
次
々
と
明
ら
か
に
さ
れ
て
こ
ら

れ
ま
し
た
。
今
回
、
先
生
の
ご
業

績
が
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
こ
と

は
、
大
阪
大
学
と
し
て
も
大
変
喜

ば
し
く
、
名
誉
な
こ
と
で
あ
り
、

先
生
に
心
か
ら
お
祝
い
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　

先
生
は
、
昭
和
60
年
に
正
常
マ

ウ
ス
か
ら
特
定
の
Ｔ
細
胞
亜
群
を

除
去
す
る
だ
け
で
ヒ
ト
の
自
己
免

疫
疾
患
と
酷
似
し
た
病
変
が
自
然

発
症
す
る
こ
と
、
こ
の
Ｔ
細
胞
亜

群
を
補
う
こ
と
に
よ
り
発
症
を
阻

止
で
き
る
こ
と
を
見
出
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
正
常
個
体
中

に
は
、
自
己
免
疫
疾
患
を
起
こ
す

リ
ン
パ
球
の
み
な
ら
ず
、
こ
れ
を

抑
制
的
に
制
御
す
る
リ
ン
パ
球

（
現
在
、
制
御
性
Ｔ
細
胞
と
し
て

広
く
知
ら
れ
て
い
る
リ
ン
パ
球
）

と
い
う
、
そ
の
当
時
は
誰
も
信
じ

て
い
な
か
っ
た
細
胞
が
存
在
す
る

こ
と
を
世
界
で
初
め
て
証
明
さ
れ

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
自
己
免
疫
疾

患
、
ア
レ
ル
ギ
ー
、
炎
症
性
腸
疾

患
を
伴
う
ヒ
ト
の
遺
伝
性
疾
患 

Ｉ
Ｐ
Ｅ
Ｘ
症
候
群
の
原
因
遺
伝
子

Ｆ
ｏ
ｘ
ｐ
３
が
、
制
御
性
Ｔ
細
胞

に
特
異
的
に
発
現
し
、
そ
の
機
能

に
必
須
で
あ
る
こ
と
を
証
明
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
制
御
性

Ｔ
細
胞
の
異
常
が
、
自
己
免
疫
疾

患
の
み
な
ら
ず
、炎
症
性
腸
疾
患
、

ア
レ
ル
ギ
ー
な
ど
様
々
な
免
疫
疾

患
の
直
接
的
原
因
と
な
る
こ
と
が

明
ら
か
に
な
っ
た
わ
け
で
す
。
加

え
て
、
Ｆ
ｏ
ｘ
ｐ
３
が
制
御
性
Ｔ

細
胞
の
マ
ス
タ
ー
転
写
因
子
で
あ

【
略
歴
】

１
９
７
６
年
３
月　

京
都
大
学
医
学
部
医
学
科
卒
業

１
９
８
３
年
９
月　

京
都
大
学
医
学
部
博
士
号
取
得

２ 

０
１
１
年
４
月　

大
阪
大
学
免
疫
学
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

研
究
セ
ン
タ
ー
実
験
免
疫
学
分
野
教
授

２ 

０
１
６
年
４
月　

大
阪
大
学
免
疫
学
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

研
究
セ
ン
タ
ー
実
験
免
疫
学
分
野
特
任
教
授（
現
職
）

２
０
１
７
年
４
月　

大
阪
大
学
栄
誉
教
授

【
受
賞
歴
】

２
０
０
９
年
11
月　

紫
綬
褒
章

２ 

０
１
５
年
10
月　

　

Gairdner International Award (Canada)

２
０
１
７
年
５
月

　

Crafoord Prize (Sweden)

２
０
１
７
年
４
月　

文
化
功
労
者

２
０
１
９
年
11
月　

文
化
勲
章

る
こ
と
も
証
明
さ
れ
、
制
御
性
Ｔ

細
胞
の
機
能
の
分
子
基
盤
を
確
立

さ
れ
ま
し
た
。
マ
ウ
ス
を
用
い
た

研
究
に
と
ど
ま
ら
ず
、
ヒ
ト
の
制

御
性
Ｔ
細
胞
の
機
能
解
析
も
進
め

ら
れ
、
Ｆ
ｏ
ｘ
ｐ
３
陽
性
ヒ
ト
制

御
性
Ｔ
細
胞
が
、
分
化
状
態
、
抑

制
機
能
の
異
な
る
サ
ブ
セ
ッ
ト
よ

り
構
成
さ
れ
、
効
果
的
な
免
疫
応

答
制
御
が
可
能
で
あ
る
こ
と
を
証

明
さ
れ
ま
し
た
。
近
年
は
、
制
御

性
Ｔ
細
胞
を
標
的
と
し
た
自
己
免

疫
疾
患
や
が
ん
へ
の
治
療
応
用
に

向
け
た
研
究
に
も
注
力
さ
れ
て
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　

制
御
性
Ｔ
細
胞
に
関
す
る
一
連

の
研
究
成
果
は
世
界
的
に
も
高
く

評
価
さ
れ
て
い
て
、
海
外
で
は

ガ
ー
ド
ナ
ー
賞（
カ
ナ
ダ
）、
ク
ラ

フ
ォ
ー
ド
賞（
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
）

な
ど
の
賞
を
受
け
、
平
成
29
年
に

は
文
化
功
労
者
の
栄
誉
に
も
浴
さ

れ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　

誰
も
が
そ
の
存
在
を
信
じ
な

か
っ
た
制
御
性
Ｔ
細
胞
を
発
見

し
、
そ
の
存
在
意
義
を
見
事
に
証

明
さ
れ
て
こ
ら
れ
た「
信
念
の
人
」

で
あ
る
坂
口
先
生
に
は
、
引
き
続

き
生
命
科
学
の
発
展
に
ご
貢
献
い

た
だ
け
る
と
と
も
に
、
制
御
性
Ｔ

細
胞
を
用
い
た
難
病
克
服
を
も
可

能
に
し
て
い
た
だ
け
る
も
の
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
今
回
の
ご
栄

誉
を
心
よ
り
お
祝
い
申
し
あ
げ
る

と
と
も
に
、
先
生
の
さ
ら
な
る
ご

活
躍
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

 

竹
田
　
潔（
平
４
）

　

坂
口
志
文
先
生
が
こ
の
度
文
化

勲
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。
先
生

は
、
免
疫
応
答
を
負
に
制
御
す
る

制
御
性
Ｔ
細
胞
を
発
見
さ
れ
、
そ

の
発
生
機
構
、抑
制
機
構
の
解
明
、

さ
ら
に
免
疫
疾
患
に
お
け
る
役
割

令和元年度　秋の叙勲と受賞
文 化 勲 章　坂口　志文（昭51・京大医）
紫 綬 褒 章　吉森　　保（昭56・阪大理）
瑞宝重光章　柳田　敏雄（昭44・阪大基）
瑞宝中授章　廣島　和夫（昭41）
旭日双光章　加納　治男（昭20・昭和医専）
瑞宝双光章　野中　家久（昭42・徳島大医）

慶應医学賞　岸本　忠三（昭39）
武田医学賞　岩井　一宏（昭60・京大医）
救急医療功労者　厚生労働大臣表彰
　　　　　　塩野　茂（昭55）
救急医療功労者　総務大臣表彰
　　　　　　松岡　哲也（昭60）
救急医療功労者　大阪府知事表彰
　　　　　　和田　和子（昭62）
産科医療功労者　厚生労働大臣表彰
　　　　　　森　　治彦（昭44）
　　　　　　木村　　正（昭60）
持田記念学術賞
　　　　　　竹田　　潔（平4）
日本医師会最高優功賞
　　　　　　青山　　喬（昭43）
　　　　　　大原　重和（昭46）
日本医師会優功賞
　　　　　　北村　俊雄（昭42・和医大）
　　　　　　巽　　寿一（昭42・和医大）
　　　　　　門田　守人（昭45）
　　　　　　高井　康之（昭52）
　　　　　　澤　　芳樹（昭55）
日本医師会医学賞
　　　　　　戸田　達史（昭60・東大医）

（受賞日順）

坂
口
志
文
特
任
教
授
の

文
化
勲
章
受
章
を
祝
う

・次期代議員選挙について
・会費お振込時の手数料について

別紙参照願います
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寄　附　御　礼
令和元年7月29日から12月９日までに、1,865,000円のご寄附を頂き、誠に有難うございました。
公益社団法人への移行に伴い、平成23年4月1日より当会へのご寄附は個人・法人とも税金控除の対象となっており
ます。詳細に関しては、事務局までお問い合わせください。

下記の先生方よりご寄附頂きました
 昭和25年卒業 クラス会 だるま会より155,000円
 社会医療法人中央会尼崎中央病院吉田静雄先生（阪大医　昭30）より50,000円
 三輪芳弘先生（神学大薬　昭52）より50,000円
 吉川秀樹先生（阪大医　昭54）より1,050,000円
 山本　勇先生（阪大医　昭63）より、金一封をご寄附頂きました
 匿名の会員様より300,000円のご寄附を１件頂きました
 2名の会員様より、金一封をご寄附頂きました

国立大学改革方針が出て

　2003年に国立大学法人法など関係6法が成立し、2004年から完全に国立大学は国立大学法人に移行した。その後、
文部科学省から国立大学法人は6年ごとに中期目標、中期計画を定めることを求められている。現在は第3期中期目標、
中期計画の最中で2022年からは第4期がスタートする。この度、文部科学省から「国立大学改革方針」が出され、そ
れに対する対応に各大学が追われている。この改革方針は、第4期中期目標、中期計画の策定に向けた議論のキック
オフとして出されたもので、この方針をもとに大阪大学は大学の将来をかけて文部科学省と直接徹底対話をする。大
学本部の話ではあるが、当然今後の学部運営と直結するもので、大学本部がどのように文部科学省と対話をしていく
かの議論に、医学部をはじめ多くの学部も関与している。
　さて、その文部科学省から提示された国立大学改革方針では7個の方向性が示された。文理融合、異分野融合的な知
を備えた人材育成につながる徹底的な教育改革、世界の知をリードするイノベーションハブ、世界・社会との高度で
多様な頭脳循環、地域の中核としての高度な知の提供、強靭なガバナンス、大学等連携推進法人（仮称）を活用した教
育研究資源の共有、そして国立大学の適正規模の7個である。最後の「適正規模」については、日本における18歳人
口の減少を見れば当然の方針となるのであろう。特に大阪大学の入学者数は全国一である。隣には京都大学、神戸大
学があり、近畿圏の若者を奪い合っている。さらに大阪府立大学、市立大学が統合されて2022年に発足される予定の
公立大学法人大阪では大胆な授業料免除が計画されている。全国の18歳人口の減少率と比較して近畿圏の減少率は大
きいというデータもあり、大阪大学が現在の入学定員を維持していけるかどうかは全く不明である。その中で、「やは
り大阪大学」と若者が選ぶだけの魅力を大学にどのようにつけるのか、ここが知恵の絞りどころである。と言うのは
簡単であるが、実際にいろんな知恵を出せば出すだけ、教職員に対する負荷がかかってくる。大阪大学にはイノベーティ
ブな大学としてのブランドがあるが、イノベーションにはその核となる研究シーズがないと始まらず、シーズを生み
出すためには多大なる時間と営々とした努力に基づく創造的な研究が必須である。なんとか現在の創造的研究にかけ
るエフォートを損なわずに大学の魅力を倍増する方法はないのか、議論をますます深めていくことが求められている。

医学部長通信　第14回　森井英一（平4）

当 会 へ の ご 寄 附 に つ い て
　当会は2011年4月に公益社団法人となりましたが、それ以来、会員の先生方より当会の公益事業に対する多額の
ご寄附をいただいております。ご支援ありがとうございます。
　当会へご寄附いただいた場合、基本的には当会の公益事業全般（下記の事業すべて）に使用させていただくことに
しておりますが、特にご希望がある場合には下記よりご支援いただける事業を指定していただくこともできます。
（1）助成事業：医学部学生・院生や医学研究者に対する奨学金支給・研究助成を行います。
（2）知識普及事業：新入生対象の医学史研修や、学術雑誌（学友会会誌）の発行を行います。
（3）ネットワーク強化事業：シンポジウムやメールマガジンにて、臨床・教育情報の発信と交流を行います。
　また当会へご寄附いただいた方に対しましては、あらかじめご意向を伺った上でお名前や寄附金額を学友会ニュース
等に掲載させていただくとともに、当会規定に基づいて理事長よりお礼状や感謝状をお送りさせていただきます。また
併せてお送りする領収書は税金の控除手続きに必要ですので、お手元に保管いただけますようお願い申し上げます。
　ご寄附の申し込みやお問い合わせは事務局［06-6879-3501（平日8時30分～17時15分）］までお願い申し上げます。

学 友 会 ニ ュ ー ス第255号 令和２年１月１日　（4）



ら
土
地
や
マ
ン
シ
ョ
ン
の
値
段
も

少
し
安
い
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、

昔
は
竹
藪
ば
か
り
の
ど
田
舎
を
開

発
し
た
の
で
、
い
わ
ゆ
る「
地
元
」

感
が
乏
し
く
、
大
阪
ら
し
く
な

い
。
会
社
勤
務
で
東
京
か
ら
転
勤

し
て
く
る
方
々
の
最
人
気
エ
リ
ア

だ
そ
う
で
あ
る
。

　

私
は
約
15
年
前
に
万
博
公
園
周

囲
か
ら
、
家
族
の
都
合
で
大
阪
市

内
に
引
っ
越
し
た
。
市
内
は
、
何

よ
り
物
価
が
安
い
。
大
阪
市
は
私

の
時
代
、
小
学
校
の
教
科
書
で

「
東
洋
の
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
」
と

習
い
、
煙
だ
ら
け
、
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
が
あ
っ
た
が
、
21
世
紀
の

　

脳
に
は
数
百
億
の
神
経
細
胞
が

あ
り
、
一
つ
の
神
経
細
胞
が
５
０

０
０
を
超
す
シ
ナ
プ
ス
を
持
つ
。

す
な
わ
ち
、
脳
は
天
文
学
的
な
数

の
シ
ナ
プ
ス
に
よ
り
構
成
さ
れ
る

大
規
模
複
雑
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。

こ
の
複
雑
性
が
脳
研
究
の
困
難
さ

の
一
因
で
あ
る
が
、
欧
米
で
は
、

こ
の
複
雑
さ
に
正
面
か
ら
挑
み
、

特
に
大
脳
皮
質
に
お
い
て
個
々
の

神
経
細
胞
の
解
像
度
で
、
神
経
回

路
を
解
き
明
か
す
巨
大
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
動
い
て
い
る
。
例
え
ば
、

米
国
の
ブ
レ
イ
ン
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ

ブ
や
Ｅ
Ｕ
の
ブ
ル
ー
ブ
レ
イ
ン
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
該
当
す
る
。
そ
れ

ら
の
究
極
の
目
的
の
一
つ
は
、
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で
の
脳
機
能
の
再

現
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
電
子

顕
微
鏡
を
用
い
、
す
べ
て
の
神
経

接
続
を
明
ら
か
と
し
て
、
そ
の
回

路
の
再
構
築
を
目
指
す
な
ど
の
研

究
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　

米
国
で
は
、
ハ
ワ
ー
ド
・
ヒ
ュ
ー

ズ
医
学
研
究
所
が
主
体
と
な
り
21

　

年
賀
状
の
季
節
で
あ
る
。
若
い

世
代
の
よ
う
に「
あ
け
お
め
！
」

と
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
送
る
の
も
味
気
な

い
の
で
、
ハ
ガ
キ
に
印
刷
し
て
い

る
。
そ
の
住
所
を
見
る
と
阪
大
関

係
の
先
生
方
は
圧
倒
的
に
北
摂
地

区（
箕
面
・
吹
田
・
豊
中
）
に
お

住
ま
い
で
あ
る
。
北
摂
は
、
大
学

に
も
近
く
、
大
阪
市
内
に
比
べ
た

大
阪
市
内
は
工
場
が
ほ
と
ん
ど
転

出
し
、
空
気
は
き
れ
い
で
近
所
の

大
阪
名
物「
磯
じ
ま
ん
」
の
工
場

周
囲
だ
け
海
苔
の
香
り
が
す
る
。

近
く
の
大
川
べ
り
は
散
策
に
ち
ょ

う
ど
よ
く
、
桜
の
季
節
は
こ
と
の

ほ
か
美
し
い
。
昔
は
ド
ブ
川
、
と

呼
ば
れ
た
が
、
今
は
匂
い
も
せ

ず
、
大
阪
市
が
砂
浜
を
整
備
し
、

夏
に
は
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
大
会
が
あ

り
、
ビ
キ
ニ
姿
の
女
子
選
手
が
眩

し
い
。
天
神
祭
の
花
火
の
時
だ
け

世
紀
に
新
た
な
研
究
セ
ン
タ
ー

Janelia Research Cam
pus

が

作
ら
れ
た
。Janelia

で
は
、「（
大

脳
皮
質
を
は
じ
め
と
す
る
）
脳
の

神
経
回
路
で
ど
の
よ
う
に
情
報
が

処
理
さ
れ
る
か
を
解
き
明
か
し
、

同
時
に
そ
の
解
析
の
た
め
の
イ

メ
ー
ジ
ン
グ
技
術
と
情
報
処
理
法

を
開
発
す
る
」
こ
と
が
目
的
と
さ

れ
、
研
究
チ
ー
ム
が
構
成
さ
れ
て

い
る
。
こ
こ
で
の
基
礎
研
究
に
ア

ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト（
グ
ー
グ
ル
）
に

代
表
さ
れ
る
巨
大
Ａ
Ｉ
企
業
が
多

額
の
資
金
を
拠
出
し
て
い
る
と
い

う
。
脳
の
回
路
シ
ス
テ
ム
を
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
で
模
し
、
鍵
と
な
る

パ
ラ
メ
ー
タ
ー
を
同
定
す
る
、
い

わ
ゆ
る
人
工
知
能
研
究
へ
の
展
開

を
も
意
図
し
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う

が
、
将
来
の
成
果
へ
の
高
い
期
待

が
感
じ
ら
れ
る
。

　

ヒ
ト
は
異
な
る
情
報
を
う
ま
く

統
合
し
て
新
た
な
知
恵
を
生
む
。

こ
の
働
き
に
は
、
大
脳
皮
質
に
て

異
な
る
機
能
を
担
う
頭
葉（
前
頭

は
人
が
多
す
ぎ
て
困
る
。
近
場
に

個
人
経
営
の
美
味
し
い
店
も
多

く
、
梅
田
と
違
っ
て
安
い
。
各
店

が
個
性
を
競
い
、
郊
外
チ
ェ
ー
ン

店
の
味
気
な
さ
と
天
地
の
差
が
あ

り
、
な
か
な
か
楽
し
い
。

　

何
よ
り
、車
通
勤
が
楽
で
あ
る
。

朝
８
時
台
で
も
新
御
堂
筋
北
行
き

は
十
分
流
れ
て
い
る
。
私
は
6
時

台
に
走
る
が
自
宅
か
ら
阪
大
ま
で

20
分
で
あ
る
。
北
行
き
だ
け
で
は

な
く
、
南
行
き
も
朝
の
交
通
渋
滞

葉
、
頭
頂
葉
な
ど
）
同
士
を
結
ぶ

回
路
が
重
要
で
あ
る
。
事
実
、
ヒ

ト
脳
で
は
頭
葉
間
を
連
絡
す
る
回

路
の
発
達
は
著
し
い
。
そ
の
解
明

は
、
ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

上
に
バ
ー
チ
ャ
ル
脳
を
作
製
す
る

に
も
有
用
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
頭

葉
間
は
距
離
が
長
く
、
電
子
顕
微

鏡
で
の
再
構
築
に
は
適
さ
な
い
。

　

我
々
は
、
プ
ロ
モ
ー
タ
ー
探
索

を
経
て
、
任
意
の
遺
伝
子
を
大
脳

皮
質
の
特
定
の
神
経
細
胞
群
に
、

単
一
ニ
ュ
ー
ロ
ン
解
像
度
で
の
解

析
を
可
能
と
す
る
疎
な
細
胞
密
度

で
、
発
現
さ
せ
る
系
を
構
築
し
て

い
る（
図
）。
蛍
光
色
素
を
発
現

さ
せ
て
の
投
射
様
式
研
究
や
、
ウ

イ
ル
ス
ベ
ク
タ
ー
を
発
現
さ
せ
て

の
回
路
網
研
究
、
さ
ら
に
い
わ
ゆ

る
光
遺
伝
学
を
用
い
て
、
特
定
の

神
経
回
路
の
活
動
を
外
部
か
ら
オ

ン
・
オ
フ
さ
せ
て
の
回
路
の
機
能

研
究
が
可
能
と
な
る
。

　

神
経
科
学
の
分
野
も
、
大
規

模
・
網
羅
的
な
研
究
が
増
え
て
き

は
市
内
向
き
車
線
だ
け
で
あ
る
。

市
内
へ
行
く
な
ら
電
車
で
充
分
、

車
は
い
ら
な
い
。
新
地
で
飲
ん
で

も
歩
い
て
帰
宅
で
き
る
の
は
た
い

へ
ん
気
楽
で
あ
る
。
時
々
、
深
夜

の
大
川
べ
り
を
酔
い
覚
ま
し
に
歩

く
が
、
昔
流
行
っ
た
お
や
じ
狩
り

な
ど
出
会
っ
た
こ
と
が
な
い
。

　

さ
て
、
阪
大
医
学
部
臨
床
系
の

強
み
は
Ｏ
Ｃ
Ｒ-

ｎ
ｅ
ｔ
に
代
表

さ
れ
る
関
連
病
院
と
の
連
携
で
あ

る
。
大
阪
・
阪
神
間
人
口
１
０
０

０
万
人
の
エ
リ
ア
内
に
お
い
て
、

主
要
病
院
の
半
数
が
関
連
病
院
で

あ
る
と
い
う
こ
の
強
み
は
、
人
口

は
１
４
０
０
万
人
だ
が
、
大
学
病

た
。
そ
の
中
に
あ
っ
て
、
ア
カ
デ

ミ
ア
で
は
、
や
は
り
あ
ま
り
他
の

研
究
者
が
手
を
つ
け
な
い
チ
ャ
レ

ン
ジ
ン
グ
な
テ
ー
マ
を
大
切
に
す

べ
き
と
考
え
て
い
る
。

　

余
談
で
あ
る
が
、Janelia

で

は
、
取
り
組
む
課
題
を
絞
り
、
小

院
だ
け
で
12
ヶ
所
も
あ
る
が
故
に

統
制
が
取
れ
な
い
東
京
と
は
比
較

に
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
阪
大
や

北
摂
は
、
大
和
川
以
南
や
新
淀
川

以
西
に
も
あ
る
関
連
病
院
の
中
心

に
は
位
置
し
な
い
。
関
連
病
院
と

の
関
係
が
阪
大
か
ら
遠
い
、
通
勤

に
不
便
、
と
い
う
理
由
で
医
師
達

が
行
か
な
い
こ
と
で
弱
体
化
す
る

こ
と
は
我
々
が
自
ら
の
強
み
を
放

棄
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

ど
こ
に
住
も
う
か
考
え
て
い
る

阪
大
の
先
生
方
、
大
阪
市
内
は
楽

し
い
エ
エ
と
こ
が
多
く
て
、
ど
こ

へ
行
く
に
も
便
利
で
す
よ
！

 

木
村
　
正（
昭
60
）

規
模
な
ラ
ボ
を
研
究
単
位
と
し
、

そ
の
協
力
で
課
題
解
決
に
取
り
組

む
。
独
創
的
な
研
究
を
生
み
出
す

た
め
の
意
図
的
な
組
織
構
成
の
一

つ
の
試
み
と
し
て
注
目
し
て
い
る
。

神
経
機
能
形
態
学

 

佐
藤
　
真（
昭
62
）

大
阪
エ
エ
と
こ
！

言
提 AIジャイアントと

脳内回路：
単一ニューロン解像度での
脳地図

図　
大
脳
皮
質
透
明
化
後
、
特
定
の
プ
ロ
モ
ー
タ
ー
下
で
蛍
光
色
素
を

発
現
さ
せ
た
第
一
次
体
性
感
覚
野
（
Ｓ
１
）
か
ら
第
一
次
運
動
野
（
Ｍ

１
）へ
伸
び
る
長
連
合
線
維（
ヒ
ト
脳
で
の
頭
葉
間
線
維
）を
標
識
し
た
。

図
は
そ
の
一
つ
を
ト
レ
ー
ス
し
た
も
の
。
一
つ
の
神
経
細
胞
が
同
側
の

み
な
ら
ず
反
対
側
の
大
脳
皮
質
に
も
軸
索
を
伸
ば
し
た
。
大
脳
皮
質
で

は
、
い
く
つ
か
の
離
れ
た
特
定
の
標
的
へ
の
多
重
投
射
が
一
つ
の
基
本

投
射
様
式
と
判
明
し
た
。
下
図
は
上
右
図
の
点
線
四
角
の
拡
大
図
。

トピッ
クス
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健
康
の
こ
と
を
考
え
マ
ラ
ソ
ン

を
始
め
た
。
最
初
は
30
分
走
る
の

が
精
一
杯
だ
っ
た
が
、
目
標
を
持

つ
ほ
う
が
練
習
す
る
と
考
え
10
ｋ

ｍ
の
マ
ラ
ソ
ン
大
会
に
出
た
。
す

る
と
次
は
、
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
、

フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
と
、
新
し
い
目
標

が
ど
ん
ど
ん
出
て
く
る
。全
く
走
っ

て
い
な
い
人
か
ら
は
、
わ
ざ
わ
ざ

し
ん
ど
い
思
い
を
す
る
変
人
と
思

わ
れ
る
。
そ
れ
は
そ
れ
で
心
地
よ

い
。
ま
た
、
体
重
も
減
り
、
ウ
エ

ス
ト
も
細
く
な
り
、
検
査
値
も
良

く
な
る
な
ど
、
良
い
事
尽
く
し
た
。

　

た
だ
し
、
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
と
な
る

と
楽
で
は
な
い
。
マ
ラ
ソ
ン
の
テ
レ

ビ
中
継
を
見
て
い
る
と
、
途
中
で

急
に
速
度
が
落
ち
る
人
を
見
か
け

る
。
レ
ベ
ル
は
違
う
が
、
素
人
ラ
ン

ナ
ー
で
も
同
様
な
こ
と
が
起
こ
る
。

よ
く
30
ｋ
ｍ
の
壁
と
言
わ
れ
る
も

の
だ
。
こ
れ
を
克
服
し
よ
う
と
始

め
た
の
が
、
山
を
走
る
ト
レ
イ
ル

ラ
ン
だ
。
コ
ー
ス
に
よ
っ
て
は
フ
ル

マ
ラ
ソ
ン
よ
り
距
離
が
長
い
こ
と

も
あ
り
、
10
時
間
前
後
走
り
続
け

る
こ
と
が
多
い
。
長
距
離
、
長
時

間
走
る
こ
と
で
、
42
ｋ
ｍ
は
怖
く

な
く
な
る
だ
ろ
う
と
い
う
考
え
が

き
っ
か
け
だ
っ
た
。
そ
ん
な
き
っ
か

け
で
始
め
た
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
で
あ
っ

た
が
、
こ
れ
が
非
常
に
面
白
い
。

　

ト
レ
イ
ル
ラ
ン
と
は
、
複
数
の

山
を
登
っ
て
は
、
降
り
る
と
い
う
も

の
が
多
い
。
上
り
は
、
ト
ッ
プ
ラ
ン

ナ
ー
で
な
い
限
り
走
っ
て
登
り
続

け
る
こ
と
は
で
き
ず
、
ほ
と
ん
ど

歩
き
続
け
る
こ
と
と
な
る
。
そ
れ

で
も
、
息
は
切
れ
、
心
拍
数
は
上

が
り
、
足
も
だ
ん
だ
ん
上
が
ら
な

く
な
っ
て
く
る
。
で
は
下
り
は
気

持
ち
よ
く
駆
け
下
り
る
の
か
と
い

う
と
、
僕
に
限
っ
て
は
全
く
そ
ん

な
こ
と
は
な
い
。
下
り
は
体
重
の

５
倍
の
負
荷
が
足
に
か
か
る
の
で
、

膝
や
足
底
が
痛
く
な
っ
て
歩
き
続

け
る
こ
と
と
な
る
。
山
で
上
り
も

下
り
も
歩
い
て
い
る
と
、
い
っ
た
い

自
分
の
や
っ
て
い
る
こ
と
が
ト
レ
ラ

ン
な
の
か
山
登
り
な
の
か
わ
か
ら

な
く
な
っ
て
く
る
。
な
ん
で
こ
ん
な

大
会
出
た
ん
や
ろ
う
、
早
く
リ
タ

イ
ヤ
し
て
帰
り
た
い
、
し
ん
ど
い

思
い
を
し
て
走
る
な
ん
で
ア
ホ
ら

し
い
、
二
度
と
ト
レ
イ
ル
の
大
会
に

出
る
の
を
や
め
よ
う
と
、
負
の
感

情
の
嵐
が
襲
っ
て
く
る
。
こ
の
負
の

感
情
と
足
の
痛
み
と
相
ま
っ
て
、

体
が
動
か
な
く
な
り
、
と
ぼ
と
ぼ

と
歩
く
こ
と
と
な
る
。
と
こ
ろ
が
、

ト
レ
イ
ル
は
マ
ラ
ソ
ン
と
異
な
り
、

山
の
季
節
を
体
感
で
き
、
山
頂
な

ど
か
ら
見
渡
す
景
色
も
素
晴
ら
し

い
。
心
が
癒
や
さ
れ
る
と
、
何
故

か
足
の
痛
み
も
気
に
な
ら
な
く
な

り
、
再
び
走
り
始
め
ら
れ
る
の
で

あ
っ
た
。
そ
し
て
、ゴ
ー
ル
前
で
は
、

感
激
の
涙
を
流
し
、
ゴ
ー
ル
後
は
、

大
会
に
出
て
よ
か
っ
た
、
ま
た
、

来
年
も
参
加
し
よ
う
と
思
う
。

　

ト
レ
イ
ル
と
は
、
山
あ
り
谷
あ

り
人
生
そ
の
も
の
だ
と
考
え
さ
せ

ら
れ
る
。
た
だ
し
、
人
生
の
最
後

に
、
涙
を
流
し
、
人
生
良
か
っ
た

と
思
え
る
か
ど
う
か
は
、
今
は
ま

だ
先
の
話
だ
。

　

次
回
は
、
世
界
保
健
機
構 

西
太

平
洋
地
域
事
務
局 

疾
病
根
絶
・
拡

大
予
防
接
種
プ
ロ
グ
ラ
ム 

統
括
医

務
官 

高
島
義
裕
先
生（
平
３
）
に

お
願
い
い
た
し
ま
し
た
。

堺
市
立
重
症
心
身
障
害
者（
児
）

　
　
　
　
　
　
　

支
援
セ
ン
タ
ー

ベ
ル
デ
さ
か
い
診
療
部
長

 

橋
本
洋
之（
平
９
）

ト
レ
イ
ル
を
走
り
人
生
を
考
え
る

…その156

　

私
は
、
昭
和
54
年
大
阪
大
学
医

学
部
を
卒
業
し
、
小
野
啓
郎
教
授

が
主
宰
す
る
大
学
院
医
学
研
究
科

（
整
形
外
科
学
）
に
入
学
し
、
昭

和
58
年
、
医
学
博
士
の
学
位
を
取

得
し
ま
し
た
。
大
阪
大
学
整
形
外

科
に
入
局
し
、
研
修
医
、
研
究
生

を
経
て
、
昭
和
61
年
に
助
手
、
平

成
5
年
に
講
師
に
就
任
し
ま
し

た
。
平
成
7
年
よ
り
、
大
阪
府
立

成
人
病
セ
ン
タ
ー
整
形
外
科
部
長

と
し
て
骨
軟
部
腫
瘍
の
診
療
・
研

究
に
従
事
し
ま
し
た
。
平
成
10
年
、

大
阪
大
学
整
形
外
科
講
師
に
、
平

成
11
年
11
月
同
教
授
に
昇
任
し
ま

し
た
。
平
成
24
年
よ
り
、
大
阪
大

学
医
学
部
附
属
病
院
長
と
し
て
、

病
院
経
営
、
臨
床
研
究
、
医
療
人

の
育
成
に
従
事
し
ま
し
た
。
平
成

27
年
よ
り
、
大
阪
大
学
理
事
・
副

学
長
と
し
て
病
院
運
営
、
産
学
連

携
、
渉
外
な
ど
を
担
当
し
ま
し
た
。

　

研
究
面
で
は
、
骨
形
成
因
子

（
Ｂ
Ｍ
Ｐ
）
を
中
心
と
し
た
骨
代

謝
研
究
、
骨
・
軟
骨
再
生
研
究
、

骨
肉
腫
の
基
礎
的
研
究
・
治
療
法

の
開
発
、
人
工
骨
・
人
工
関
節
の

開
発
、
関
節
リ
ウ
マ
チ
の
病
態
解

明
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
大
学
院

時
代
に
は
、
骨
肉
腫
に
存
在
す
る

Ｂ
Ｍ
Ｐ
の
生
化
学
的
特
性
を
明
ら

か
に
し
、
Ｂ
Ｍ
Ｐ-

４
遺
伝
子
や

合
成
Ｂ
Ｍ
Ｐ
を
用
い
て
Ｂ
Ｍ
Ｐ
の

局
所
効
果
や
全
身
効
果
、
骨
折
治

癒
に
お
け
る
発
現
な
ど
を
検
討
し

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
種
々
の
遺
伝

子
改
変
マ
ウ
ス
に
お
け
る
骨
形
成

機
序
の
解
析
を
行
い
ま
し
た
。
米

国
カ
ン
サ
ス
大
学
留
学
中
に
は
、

Ｂ
Ｍ
Ｐ
の
抗
体
作
製
や
Ｂ
Ｍ
Ｐ
産

生
型
ヒ
ト
骨
肉
腫
の
臨
床
・
病
理

学
的
検
討
を
行
い
、
米
国
メ
モ
リ

ア
ル
ス
ロ
ー
ン
ケ
タ
リ
ン
グ
癌
セ

ン
タ
ー
留
学
中
に
は
、
ヒ
ト
骨
肉

腫
に
お
け
る
Ｂ
Ｍ
Ｐ
の
免
疫
組
織

学
的
局
在
を
初
め
て
明
ら
か
に
し

ま
し
た
。
平
成
11
年
よ
り
、
産
学

連
携
に
よ
り
骨
再
生
の
た
め
の
連

通
多
孔
体
人
工
骨
の
開
発
を
開
始

し
、
平
成
15
年
、
薬
事
認
可
を
得

て
、
商
品
化
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た（
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｎ
Ｅ
）。
現

在
ま
で
、
５
６
，
０
０
０
人
以
上

の
臨
床
使
用
例
を
積
み
重
ね
て
い

ま
す
。
平
成
16
年
よ
り
、
大
阪
大

学
21
世
紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ
細
胞
・
組
織
の

統
合
制
御
に
む
け
た
総
合
拠
点
の

コ
ア
メ
ン
バ
ー
と
し
て
、
医
工
連

携
に
よ
り
、
レ
ー
ザ
ー
表
面
加
工

人
工
関
節
の
開
発
、
滑
膜
由
来
培

養
３
次
元
シ
ー
ト
に
よ
る
関
節
軟

骨
再
生
法
の
開
発
を
行
い
ま
し

た
。
こ
れ
ら
の
成
果
が
評
価
さ

れ
、
平
成
20
年
度
、
日
本
バ
イ
オ

マ
テ
リ
ア
ル
学
会
賞
、
令
和
元
年

度
、
日
本
骨
代
謝
学
会
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。

　

学
外
活
動
と
し
て
は
、
日
本
整

形
外
科
学
会
理
事
、
日
本
骨
代
謝

学
会
理
事
、
日
本
バ
イ
オ
マ
テ
リ

ア
ル
学
会
理
事
な
ど
を
歴
任
し
、

こ
れ
ら
の
学
術
領
域
の
発
展
に
努

め
ま
し
た
。
ま
た
、
同
窓
会
活
動

で
は
、
令
和
元
年
5
月
、
岸
本
忠

三
先
生
の
後
任
と
し
て
、
医
学
部

学
友
会
理
事
長
に
就
任
い
た
し
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
、
私
を
支
え
て

頂
き
ま
し
た
整
形
外
科
学
講
座
の

皆
様
、
大
阪
大
学
教
職
員
の
皆
様
、

医
学
部
学
友
会
の
皆
様
に
心
よ
り

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
の
間
、

多
く
の
素
晴
ら
し
い
人
々
と
出
会

い
、
多
く
の
こ
と
を
学
び
、
貴
重

な
経
験
を
積
む
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
退
職
後
は
、
市
立
豊
中
病
院

に
勤
務
し
、
地
域
医
療
に
貢
献
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

学
友
会
理
事
長
と
し
て
、
阪
大
医

学
部
の
更
な
る
発
展
に
努
力
し
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
今
後
と

も
、
皆
様
方
の
暖
か
い
ご
支
援
、

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

吉
川 

秀
樹
教
授
　
退
任
に
あ
た
っ
て
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皮
膚
科
の
対
象
と
す
る
疾
患
は

多
岐
に
渡
り
、
皮
膚
疾
患
は
そ
の

病
名
数
に
し
て
２
０
０
０
以
上
あ

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
皮
膚
疾

患
の
診
療
に
当
た
っ
て
は
、
皮
膚

以
外
の
臓
器
に
も
病
変
が
あ
る
場

合
も
多
く
、
様
々
な
診
療
科
の
先

生
方
と
も
連
携
し
な
が
ら
進
め
る

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

当
科
の
診
療
の
対
象
と
し
て
い

る
疾
患
は
主
に「
皮
膚
の
難
病
」

で
す
。
最
先
端
の
診
断
・
治
療
が

受
け
ら
れ
る
よ
う
に
し
つ
つ
、
特

定
の
分
野
の
み
に
偏
る
こ
と
な
く

皮
膚
科
領
域
の
難
治
性
疾
患
を
広

く
受
け
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
努
め

て
い
ま
す
。
現
在
、
専
門
外
来
と

し
て
開
設
し
て
い
る
も
の
に
、
膠

原
病
、
フ
ッ
ト
ケ
ア（
潰
瘍
）、

腫
瘍
、
リ
ン
パ
腫
、
乾
癬
、
ア
ト

ピ
ー
性
皮
膚
炎
、
ア
レ
ル
ギ
ー
、

薬
疹
、
白
斑
、
脱
毛
症
、
遺
伝
病
、

先
天
性
表
皮
水
疱
症
の
各
外
来
が

あ
り
ま
す
。

　

２
０
１
９
年
２
月
に
当
科
の
診

療
科
長
に
着
任
し
た
藤
本
は
、
全

身
性
強
皮
症
や
皮
膚
筋
炎
な
ど
の

膠
原
病
を
専
門
に
し
て
お
り
、
壽

順
久
助
教
、
荒
瀬
規
子
助
教
、
外

村
香
子
助
教
と
と
も
に
皮
膚
症
状

を
有
す
る
膠
原
病
患
者
の
診
療
・

研
究
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
膠
原
病
・
血
管
炎
で
は
、

し
ば
し
ば
下
肢
に
潰
瘍
を
生
じ
る

こ
と
が
あ
り
、
壽
助
教
は
そ
の
他

の
下
腿
・
足
潰
瘍
も
含
め
て
フ
ッ

ト
ケ
ア（
潰
瘍
）
外
来
を
行
っ
て

い
ま
す
。
阪
大
発
の
肝
細
胞
増
殖

因
子（
Ｈ
Ｇ
Ｆ
）
を
用
い
た
遺
伝

子
治
療
薬
も
、
他
科
の
先
生
方
と

連
携
し
な
が
ら
投
与
す
る
こ
と
が

可
能
で
す
。

　

種
村
篤
講
師
、
花
岡
佑
真
特
任

助
教
を
中
心
と
し
て
取
り
組
ん
で

い
る
皮
膚
悪
性
腫
瘍
も
、
当
科
の

得
意
と
す
る
領
域
の
一
つ
で
す
。

皮
膚
悪
性
腫
瘍
の
代
表
的
疾
患
で

あ
る
悪
性
黒
色
腫（
メ
ラ
ノ
ー

マ
）
は
、
近
年
大
き
な
話
題
を
呼

ん
で
い
る
免
疫
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン

ト
阻
害
薬
が
最
初
に
適
応
と
な
っ

た
疾
患
で
あ
り
、
当
科
に
お
い
て

も
豊
富
な
使
用
経
験
が
あ
り
、 

Ｂ
Ｒ
Ａ
Ｆ
／
Ｍ
Ｅ
Ｋ
阻
害
薬
な
ど

と
と
も
に
患
者
の
予
後
を
大
き
く

改
善
し
て
い
ま
す
。
外
科
的
治
療

と
内
科
的
治
療
を
と
も
に
一
つ
の

科
の
中
で
行
う
こ
と
が
で
き
る
の

は
、
皮
膚
科
の
特
徴
の
一
つ
で
あ

り
、
各
々
の
患
者
に
最
適
な
治
療

を
提
供
で
き
る
よ
う
に
心
が
け
て

い
ま
す
。

　

皮
膚
腫
瘍
の
中
で
も
リ
ン
パ
腫

は
皮
膚
科
の
中
で
専
門
家
が
数
少

な
い
領
域
で
す
が
、
清
原
英
司
助

教
は
そ
の
貴
重
な
皮
膚
リ
ン
パ
腫

の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
と
し
て
、
関
西

は
も
ち
ろ
ん
さ
ら
に
広
い
地
域
か

ら
の
患
者
を
診
療
し
て
い
ま
す
。

　

乾
癬
や
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎

は
、
長
年
に
わ
た
っ
て
副
腎
皮
質

ス
テ
ロ
イ
ド
薬
の
外
用
に
よ
る
治

療
が
主
体
で
し
た
が
、
近
年
分
子

標
的
療
法
や
そ
の
他
の
免
疫
抑
制

薬
や
免
疫
調
節
薬
を
用
い
た
様
々

な
治
療
が
可
能
に
な
り
、
そ
の
状

況
が
激
変
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま

で
難
治
で
あ
っ
た
患
者
の
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
も
十
分
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。
乾
癬
外
来
は

越
智
沙
織
助
教
が
、
ア
ト
ピ
ー
性

皮
膚
炎
外
来
は
中
川
幸
延
助
教
、

外
村
助
教
が
そ
れ
ぞ
れ
担
当
し
て

い
ま
す
。

　

皮
膚
科
に
お
い
て
は
薬
剤
を
含

む
ア
レ
ル
ギ
ー
の
診
断
・
原
因
検

索
も
重
要
な
役
割
で
す
。
中
川
助

教
、
小
豆
澤
宏
明
特
任
准
教
授
が

担
当
し
て
い
ま
す
。

　

白
斑
や
円
形
脱
毛
症
も
Ｑ
Ｏ
Ｌ

を
大
き
く
障
害
す
る
皮
膚
免
疫
疾

患
で
す
。
こ
れ
ら
の
疾
患
も
近
年

病
態
解
明
が
大
き
く
進
ん
で
き
た

領
域
で
あ
り
、
皮
膚
・
毛
髪
再
生

医
学
寄
附
講
座
の
乾
重
樹
特
任
教

授
、
種
村
講
師
が
新
規
治
療
な
ど

も
含
め
て
精
力
的
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

最
後
に
、
遺
伝
性
皮
膚
疾
患
は

皮
膚
難
病
の
中
で
も
も
っ
と
も
治

療
に
苦
慮
す
る
疾
患
群
で
す
が
、

阪
大
皮
膚
科
は
本
邦
で
最
大
の
拠

点
と
な
っ
て
い
ま
す
。
金
田
眞
理

准
教
授
が
神
経
皮
膚
症
候
群
を
中

心
と
し
た
疾
患
、
再
生
誘
導
医
学

寄
附
講
座
の
玉
井
克
人
教
授
が
先

天
性
表
皮
水
疱
症
の
日
本
中
か
ら

の
多
数
の
患
者
を
診
療
し
て
お

り
、
先
進
的
な
治
療
法
の
開
発
を

目
指
し
て
診
療
・
研
究
に
従
事
し

て
い
ま
す
。
特
に
金
田
准
教
授

は
、
結
節
性
硬
化
症
に
伴
う
皮
膚

病
変
に
対
す
る
シ
ロ
リ
ム
ス
外
用

薬
を
世
に
送
り
出
し
ま
し
た
。
今

後
、
こ
の
よ
う
な
難
病
を
診
療
す

る
拠
点
と
し
て
の
セ
ン
タ
ー
化
も

目
指
し
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
皮
膚
科
領
域
で
は

感
染
症
な
ど
の
急
性
疾
患
も
多

く
、
救
急
患
者
も
可
能
な
限
り
受

け
入
れ
ら
れ
る
体
勢
を
整
え
て
い

ま
す
。
学
友
会
の
先
生
方
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
今
後
と
も
よ
ろ
し

く
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

 

藤
本
　
学（
平
４
・
東
大
医
）

診
療
科

紹

介

皮
膚
科
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大
阪
重
粒
子
線
セ
ン
タ
ー
は

大
阪
市
中
央
区
大
手
前
３
丁
目

で
、
平
成
30
年
10
月
よ
り
臨
床
治

療
を
開
始
し
ま
し
た
。
こ
の
施
設

は
大
阪
府
庁
と
大
阪
府
警
察
本

部
、
さ
ら
に
は
、
大
阪
国
際
が
ん

セ
ン
タ
ー
と
に
囲
ま
れ
、
前
に
大

阪
城
を
望
む
素
晴
ら
し
い
環
境

と
地
下
鉄
谷
町
線
４
丁
目
か
ら

す
ぐ
の
交
通
の
便
に
恵
ま
れ
た

地
に
あ
り
ま
す
。
当
セ
ン
タ
ー
は

日
本
で
６
番
目
の
施
設
で
、
関
西

で
は
播
磨
に
あ
る
兵
庫
県
立
粒

子
線
医
療
セ
ン
タ
ー
に
次
い
で

２
か
所
目
に
な
り
ま
す
。

　

が
ん
治
療
に
使
用
さ
れ
る
放
射

線
は
、
今
日
多
く
の
種
類
が
あ
り

ま
す
が
、
大
阪
重
粒
子
線
セ
ン

タ
ー
で
は
、
重
粒
子
線
の
一
つ
、

炭
素
イ
オ
ン
線
を
使
用
し
て
が
ん

治
療
を
行
い
ま
す
。
炭
素
イ
オ
ン

線
の
特
徴
は
粒
子
が
重
い
こ
と

で
、
X
線
や
陽
子
線
な
ど
に
比

べ
が
ん
を
殺
傷
す
る
効
果
は
２
〜

３
倍
と
い
わ
れ
、
体
内
線
量
分
布

に
優
れ
、
特
に
重
要
な
正
常
組
織

を
傷
つ
け
る
こ
と
な
く
、
が
ん
治

療
が
可
能
で
す
。

　

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
正
確
な
が

ん
の
診
断
や
正
確
な
が
ん
浸
潤
の

範
囲
把
握
の
た
め
、
多
列
C
T
装

置
２
台
、M
R
I
機
器
の
導
入
し
、

最
新
の
治
療
計
画
装
置
を
駆
使
し

治
療
に
当
っ
て
い
ま
す
。

大
阪
重
粒
子
線
セ
ン
タ
ー

の
特
徴

１　

ス
キ
ャ
ニ
ン
グ
照
射
シ
ス
テ

ム
採
用

 　
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
細
い
ビ
ー
ム

を
そ
の
ま
ま
用
い
る
高
い
精
度
の

照
射
シ
ス
テ
ム
で
、
従
来
の
方
法

に
比
べ
て
、
周
囲
の
正
常
細
胞
へ

の
影
響
を
最
小
限
に
抑
え
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ま
た
患
者
さ
ん
ご

と
に
製
作
す
る
補
償
フ
ィ
ル
タ
ー

や
患
者
コ
リ
メ
ー
タ
ー
な
ど
照
射

治
具
が
不
要
で
、
治
療
準
備
期
間

が
短
縮
で
き
ま
す
。

２　

 

動
体
追
跡
照
射
シ
ス
テ
ム
の

採
用

　

 

こ
の
装
置
は
肺
や
肝
臓
な
ど
呼

吸
等
で
動
く
腫
瘍
の
位
置
を
リ
ア

ル
タ
イ
ム
で
捉
え
て
正
確
に
照
射

し
ま
す
。
従
来
の
方
法
と
比
べ
、

照
射
領
域
を
減
ら
し
、
正
常
組
織

へ
の
ダ
メ
ー
ジ
を
大
幅
に
減
ら
し

ま
す
。
重
粒
子
線
治
療
施
設
と
し

て
は
当
セ
ン
タ
ー
が
世
界
で
初
め

て
の
装
置
で
す
。

３　

 

大
阪
国
際
が
ん
セ
ン
タ
ー
と

の
連
携

　

隣
接
す
る
大
阪
国
際
が
ん
セ
ン

タ
ー
と
連
携
し
、
総
合
的
な
が
ん

治
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。

４　

世
界
最
小
サ
イ
ズ
の
加
速
器

　

導
入
し
た
サ
イ
ク
ロ
ト
ロ
ン

は
、
直
径
17
メ
ー
ト
ル
、
１
周
57

メ
ー
ト
ル
。
世
界
最
小
で
す
が
加

速
さ
れ
た
重
粒
子
は
数
秒
の
う

ち
、
最
大
で
光
速
の
約
70
％
に
達

し
ま
す
。

世
界
に
開
か
れ
た
施
設
を

目
指
し
て

　

患
者
さ
ん
に
関
し
て
は
、
関
西

を
始
め
、
全
国
か
ら
紹
介
を
受
け

て
い
ま
す
。
在
阪
５
大
学
と
ワ
ー

キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
は
す
で
に
機
能

し
て
い
ま
す
し
、
阪
大
や
国
際
が

ん
セ
ン
タ
ー
と
研
究
事
業
も
予
定

し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
中
国
、
台

湾
、
ア
メ
リ
カ
、
ロ
シ
ア
、
タ
イ

な
ど
か
ら
の
見
学
者
も
多
く
、
す

で
に
医
療
従
事
者
の
研
修
、
研
究

事
業
に
つ
い
て
連
携
協
定
を
結
ん

だ
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
私
た
ち

は
こ
の
施
設
が
が
ん
患
者
さ
ん
に

と
っ
て
希
望
の
施
設
と
な
る
よ
う

頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

公
益
財
団
法
人

　

大
阪
国
際
が
ん
治
療
財
団

　
　

理
事
長 

髙
杉
　
豊（
昭
43
）

大
阪
重
粒
子
線
セ
ン
タ
ー

大阪城公園側より見た大阪重粒子線センター正面

世界最小の加速器

紹 病
介 院
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